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人人人人 権権権権 相相相相 談談談談

人権侵害や差別などでお悩みの方は，人権相談員

にご相談ください。

相談は無料で秘密は守られますので，気軽に相談

してください。

●と き 土・日・祝日は除く

10：00～16：00

●ところ 三原市大和人権文化センター

●電 話 0847-33-1308

大和地域センターくらしの相談開設大和地域センターくらしの相談開設大和地域センターくらしの相談開設大和地域センターくらしの相談開設のお知のお知のお知のお知

日 時 ６月１７日(金) 9：00～12：00

場 所 大和人権文化センター 会議室

相談内容 くらしの相談・土地や家屋に関する相談

相談員2名で対応します。次回は，７月１５日(金)の予定。

電話による相談も受け付けています。

大和人権文化センター(0847-33-1308)

みんなで考える人権講座を開催します
とととと きききき ６月２０日（月６月２０日（月６月２０日（月６月２０日（月））））１１１１4 4 4 4 時３０分～１５時３０分時３０分～１５時３０分時３０分～１５時３０分時３０分～１５時３０分

ところところところところ 久井久井久井久井保健保健保健保健福祉センター福祉センター福祉センター福祉センター 集会室集会室集会室集会室
（三原市久井町和草（三原市久井町和草（三原市久井町和草（三原市久井町和草1906190619061906番地１）番地１）番地１）番地１）

演演演演 題題題題 「私らしく暮らせるみはらへ」「私らしく暮らせるみはらへ」「私らしく暮らせるみはらへ」「私らしく暮らせるみはらへ」
～個性と能力が発揮できる社会をめざして～～個性と能力が発揮できる社会をめざして～～個性と能力が発揮できる社会をめざして～～個性と能力が発揮できる社会をめざして～

内内内内 容容容容 男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い分かち合い分かち合い分かち合い，，，，性別に関わりなくその個性と性別に関わりなくその個性と性別に関わりなくその個性と性別に関わりなくその個性と
能力を十分に発揮できる社会の実現をめざし能力を十分に発揮できる社会の実現をめざし能力を十分に発揮できる社会の実現をめざし能力を十分に発揮できる社会の実現をめざし，，，，私たち一人ひとりができる取組につい私たち一人ひとりができる取組につい私たち一人ひとりができる取組につい私たち一人ひとりができる取組につい
て考えてみませんか？て考えてみませんか？て考えてみませんか？て考えてみませんか？

講講講講 師師師師 人権啓発指導員人権啓発指導員人権啓発指導員人権啓発指導員 別所別所別所別所 邦彦さん邦彦さん邦彦さん邦彦さん

定定定定 員員員員 ４０４０４０４０人（人（人（人（入場無料入場無料入場無料入場無料 事前申込み不要）事前申込み不要）事前申込み不要）事前申込み不要）

※※※※ 新型コロナウイルス感染対策を行ったうえで実施します。新型コロナウイルス感染対策を行ったうえで実施します。新型コロナウイルス感染対策を行ったうえで実施します。新型コロナウイルス感染対策を行ったうえで実施します。

登録型本人通知制度は，住民票や戸籍を本人以外の第三者に交付した場合に，登録型本人通知制度は，住民票や戸籍を本人以外の第三者に交付した場合に，登録型本人通知制度は，住民票や戸籍を本人以外の第三者に交付した場合に，登録型本人通知制度は，住民票や戸籍を本人以外の第三者に交付した場合に，

交付した事実を本人にお知らせする制度です。不正請求や不正取得に対する交付した事実を本人にお知らせする制度です。不正請求や不正取得に対する交付した事実を本人にお知らせする制度です。不正請求や不正取得に対する交付した事実を本人にお知らせする制度です。不正請求や不正取得に対する

抑止効果が期待されます。また，三原市がこの制度を導入していることが周抑止効果が期待されます。また，三原市がこの制度を導入していることが周抑止効果が期待されます。また，三原市がこの制度を導入していることが周抑止効果が期待されます。また，三原市がこの制度を導入していることが周

知されることで，身元調査などの未然防止にもつながります。この制度を利知されることで，身元調査などの未然防止にもつながります。この制度を利知されることで，身元調査などの未然防止にもつながります。この制度を利知されることで，身元調査などの未然防止にもつながります。この制度を利

用するためには，簡単な登録が必要です。用するためには，簡単な登録が必要です。用するためには，簡単な登録が必要です。用するためには，簡単な登録が必要です。登録数が増えることが抑止力につ登録数が増えることが抑止力につ登録数が増えることが抑止力につ登録数が増えることが抑止力につ

ながります。みなさん，登録をしましょう。ながります。みなさん，登録をしましょう。ながります。みなさん，登録をしましょう。ながります。みなさん，登録をしましょう。

登録は，市民課又は登録は，市民課又は登録は，市民課又は登録は，市民課又は

各支所まちづくり係ま各支所まちづくり係ま各支所まちづくり係ま各支所まちづくり係ま

HP 

○利用時間：８時○利用時間：８時○利用時間：８時○利用時間：８時３０３０３０３０分から２２時までの間分から２２時までの間分から２２時までの間分から２２時までの間

○申し込み：利用申請書をセンターに提出○申し込み：利用申請書をセンターに提出○申し込み：利用申請書をセンターに提出○申し込み：利用申請書をセンターに提出

してください。してください。してください。してください。

○利用について，お気軽にご相談ください。○利用について，お気軽にご相談ください。○利用について，お気軽にご相談ください。○利用について，お気軽にご相談ください。
利用内容により，施設使用料が減免及び免除になる利用内容により，施設使用料が減免及び免除になる利用内容により，施設使用料が減免及び免除になる利用内容により，施設使用料が減免及び免除になる

場合があります。場合があります。場合があります。場合があります。

大和人権文化センターの利用について

※※※※ 大和地域では、９月に同内容で開催予定です。大和地域では、９月に同内容で開催予定です。大和地域では、９月に同内容で開催予定です。大和地域では、９月に同内容で開催予定です。

地域での集まりや趣味のサークル活動などで，地域での集まりや趣味のサークル活動などで，地域での集まりや趣味のサークル活動などで，地域での集まりや趣味のサークル活動などで，

大和人権文化センターをお気軽にご利用ください。大和人権文化センターをお気軽にご利用ください。大和人権文化センターをお気軽にご利用ください。大和人権文化センターをお気軽にご利用ください。



  6月１日 人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

の日 

 人権擁護委員法が昭和
しょうわ

24年６月１日に施行されたことを記念
きねん

して，毎年
まいとし

６月１日を「人権擁護委員の日」

として定
さだ

めています。人権擁護委員は，あなたの街
まち

の相談
そうだん

パートナーとして，さまざまな人権侵害など，皆
みな

さんの問題解決
かいけつ

のお手伝
てつだ

いをしています。女性
じょせい

・子ども・高齢者
こうれいしゃ

などをめぐる人権の問題やインターネット

上の人権侵害などでお困
こま

りの方はご相談ください。 

 
※平日：午前８時３０分～午後５時１５分まで 

※  法務局
ほうむきょく

や人権擁護委員，県，市町などで構成
こうせい

される人権啓発活動
かつどう

ネットワーク協議会
きょうぎかい

では， 

人権への理解を深めてもらうため，講演会や人権教室
きょうしつ

を実施
じ っ し

しています。ぜひご参加
さ ん か

ください。 

 

全国
ぜんこく

共通
きょうつう

人権
じんけん

相談
そうだん

ダイヤル（0570-003-110） 

       

広島県人権啓発推進プラン（第５次）より 

刑
けい

を終
お

えて出所
しゅっしょ

した人
ひと

やその家族
か ぞ く

に対
たい

する偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

は根強
ね づ よ

く，就 職
しゅうしょく

に際
さい

しての差別
さ べ つ

や

住居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

の 難
むずか

しさなど，社会
しゃかい

復帰
ふっき

を目指
め ざ

している人
ひと

たちにとって現実
げんじつ

は厳
きび

しい 状 況
じょうきょう

にあ

ります。 

 刑
けい

を終えて
お え て

出 所
しゅっしょ

した人
ひと

が，社会で孤立
こ り つ

・排除
はいじょ

されることなく，再
ふたた

び社会の一員
いちいん

として受
う

け入

れられるためには，本人の強い更生
こうせい

意欲
い よ く

とともに，家族
か ぞ く

，職場
しょくば

，地域
ち い き

社会など周囲
しゅうい

の人々が罪
つみ

を

犯
おか

した人たちの更生について理解
り か い

を深
ふか

め，それぞれの立場
た ち ば

において力
ちから

を合
あ

わせることが必要
ひつよう

で

す。 

【 現 状
げんじょう

と課題
かだい

 】 

内閣府
ないかくふ

の世論
よ ろ ん

調査
ちょうさ※

こめ

（平成
へいせい

30（2018）年
ねん

）によると，犯罪
はんざい

を犯した
お か し た

人
ひと

の立
た

ち直
なお

りに協 力
きょうりょく

し

たいと思
おも

う人の割合
わりあい

は，53.5％で，前回
ぜんかい

（平成
へいせい

25（2013）年
ねん

実施
じ っ し

）の結果
け っ か

59.1％から減少
げんしょう

しており，刑
けい

を終えて出所した人に関
かか

わることへの不安感
ふあんかん

・抵抗感
ていこうかん

は依然
い ぜ ん

として根強
ね づ よ

い状況にあ

ります。刑を終えて出所した人に対する県民
けんみん

の関心
かんしん

を高
たか

め，理解の促進につながるような取り組

みをする必要があります。              ※ 出典
しゅってん

：「再犯防止対策
たいさく

に関する世論調査」内閣府 

【 具体的
ぐたいてき

な取り組み 】 

●県が，再犯
さいはん

防止
ぼ う し

推進法
すいしんほう

に基づき，刑を終えて出所した人を含む犯罪・非行
ひ こ う

をした人の更生

支援計画を策定
さくてい

し，市町の計画策定の働
はたら

きかけ，福祉関係者に対する研修
けんしゅう

などにより，犯

罪・非行をした人が抱
かか

える生きづらさなどについて，社会全体の理解促進に取り組みます。 

● 更生保護
ほ ご

への理解を深める取り組みである「社会を明るくする運動」を地域と連携
れんけい

して推

進します。 

                               

 

 
  


